お釈迦様の最後の説法『八 (はち)大人 (だいにん)覚 (がく)』
七つには修 (しゅ)智慧 (ちえ)。
聞思 (もんし)修証 (しゅしょう)を起こすを智慧となす。
※すべての生命 (いのち)を慈 (いつく)しむ時「勿体 (もったい)ない」という心が生まれる。
[bookmark: _GoBack]「勿体ない」とは、生命を活かしきれていない自分に気づくということ。
